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花
　
房
　
征
　
夫

　
盧
武
鉉
韓
国
新
大
統
領
の
登
場
と

　
　
韓
米
関
係
の
亀
裂

　
盧
武
鉉
当
選
と
運
動
を
支
え
た
若
者
達

　
北
朝
鮮
へ
太
陽
政
策
を
継
続
す
る
か
否
か
、
韓
国
社

会
の
安
定
か
変
革
か
、
な
ど
を
争
点
に
し
た
韓
国
大
統

領
戦
選
挙
が
昨
年
一
二
月
一
九
日
、
実
施
さ
れ
、
与
党

民
主
党
の
盧
武
鉉
候
補
（
五
六
才
）
が
最
大
野
党
、
ハ

ン
ナ
ラ
党
の
李
会
昌
候
補
に
勝
利
し
た
。
投
票
差
は
わ

ず
か
六
五
万
票
（
２
％
強
）
の
際
ど
い
僅
差
で
あ
っ

た
。
盧
候
補
は
金
大
中
大
統
領
の
出
身
地
・
全
羅
南
、

北
道
で
九
○
％
以
上
の
票
を
獲
得
し
、
大
票
田
の
ソ
ウ

ル
、
仁
川
、
京
畿
道
で
も
順
調
に
票
を
伸
ば
し
当
選
を

確
実
な
も
の
に
し
た
。
こ
の
点
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
李
候
補

は
旧
新
羅
地
域
に
属
す
る
慶
尚
南
、
北
道
や
江
原
道
で

こ
そ
優
勢
を
示
し
た
が
、
ソ
ウ
ル
首
都
圏
で
は
盧
候
補

に
終
始
、
主
導
権
を
奪
わ
れ
、
前
回
九
十
七
年
選
挙
に

引
き
続
い
て
二
度
目
の
苦
杯
を
味
っ
た
。

　
今
回
の
盧
候
補
勝
利
で
は
二
十
代
、
三
十
代
の
若
者

が
圧
倒
的
に
盧
支
持
に
走
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の

勢
い
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
で
韓
国
チ
ー
ム
が
決
勝

に
残
っ
た
と
き
に
見
せ
た
「
赤
い
悪
魔
」
軍
団
を
髣
髴

さ
せ
た
。
儒
教
文
化
が
色
濃
く
残
る
韓
国
で
は
選
挙
で

も
「
家
庭
の
実
権
を
握
る
五
十
代
以
上
の
父
親
の
意
向

が
決
定
的
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
大
統
領
選
挙

で
は
二
十
代
、
三
十
代
の
若
者
層
と
五
十
代
以
上
の
熟

年
層
の
価
値
観
、
見
解
が
分
れ
て
「
世
代
対
立
」
が
表

面
化
し
、
盧
候
補
は
変
革
と
世
代
交
代
を
訴
え
る
こ
と

で
若
者
の
心
を
捉
え
、
勝
利
し
た
。

　
今
回
、
主
役
と
な
っ
た
若
者
は
八
十
年
代
後
半
の
民

主
化
運
動
や
九
十
年
代
前
半
期
の
金
泳
三
政
権
時
代

（
文
民
政
治
）
に
教
育
を
受
け
た
人
達
で
、
父
祖
の
世

代
が
経
験
し
た
貧
し
い
時
代
の
価
値
観
や
生
活
様
式
と

は
大
き
く
断
絶
し
て
い
る
。
八
十
年
代
半
ま
で
ご
く
当

た
り
前
で
あ
っ
た
「
反
共
教
育
」
も
学
校
で
は
経
験
し
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て
い
な
い
。
五
十
年
前
に
朝
鮮
半
島
を
三
回
も
軍
靴
が

縦
断
し
た
民
族
悲
劇
・
朝
鮮
戦
争
も
歴
史
時
間
で
学
ぶ

だ
け
で
戦
争
の
実
体
験
は
な
い
世
代
だ
。
彼
ら
は
韓
国

が
国
際
社
会
に
躍
進
す
る
右
肩
上
が
り
の
中
で
成
長
し

て
き
た
人
達
で
、
日
本
の
若
者
文
化
と
も
共
通
す
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
八
十
八
年
に
は
ソ
ウ
ル
五
輪
大
会
が
開

催
さ
れ
て
ア
ジ
ア
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
次
い
で

韓
国
が
世
界
に
情
報
発
信
し
、
九
十
年
代
は
半
導
体
、

Ｔ
Ｖ
、
造
船
、
自
動
車
な
ど
の
韓
国
製
品
が
世
界
市
場

に
進
出
し
た
。
九
十
六
年
のO

E
C
D

加
盟
は
こ
う
し
た

躍
進
す
る
韓
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
韓
国
民
の
自
尊

心
を
大
い
に
高
め
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
は
「
余
り

に
も
早
す
ぎ
た
成
長
」
が
災
い
と
な
っ
て
、
九
七
年
に

はIM
F

経
済
危
機
に
追
い
込
ま
れ
た
。
が
そ
の
直
後
に

登
場
し
た
金
大
中
政
権
は
米
国
資
本
の
導
入
と
各
種
経

済
資
源
を
再
配
分
で
き
た
こ
と
で
成
功
し
、
韓
国
の
半

導
体
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
自
動
車
な
ど
を
世
界
有
数
の
競

争
品
に
育
て
あ
げ
た
。
韓
国
大
統
領
選
で
主
役
と
な
っ

た
若
者
達
は
こ
う
し
た
豊
か
な
時
代
の
人
々
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
武
器
に
し
て
盧
候
補
を
活
発
に
支
援
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
燃
え
盛
る
反
米
運
動

　
今
回
の
韓
国
大
統
領
選
挙
で
は
、
反
米
運
動
が
燃
え

上
っ
て
政
局
を
動
か
し
た
。
直
接
的
な
契
機
は
昨
年
六

月
、
演
習
中
の
米
軍
装
甲
車
に
女
子
中
学
生
二
人
が
ひ

き
殺
さ
れ
、
そ
の
米
軍
兵
士
が
こ
の
選
挙
直
前
に
、
駐

留
協
定
（S

O
F
A

）
に
よ
る
軍
法
会
議
で
無
罪
を
宣
言

さ
れ
た
こ
と
が
反
米
運
動
の
火
に
油
を
注
い
だ
。
こ
の

女
子
中
学
生
死
亡
事
件
は
韓
国
社
会
を
大
き
く
刺
激
し

て
、
各
大
統
領
候
補
は
選
挙
途
中
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

の
公
開
謝
罪
を
求
め
る
と
と
も
に
、
裁
判
権
の
韓
国
手

移
譲
な
ど
韓
米
駐
留
軍
地
位
協
定
の
全
面
見
直
し
を
す

べ
て
の
候
補
者
が
掲
げ
る
異
常
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の

問
題
で
は
す
で
に
ラ
ム
ズ
フ
ィ
ル
ド
国
防
長
官
が
公
式

に
謝
罪
し
て
世
論
の
沈
静
化
を
図
り
、
一
二
月
十
三
日

に
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
金
大
中
大
統
領
に
直
々
に
電

話
し
て
、
死
亡
女
子
学
生
事
件
に
陳
謝
し
た
も
の
の
反

米
の
嵐
は
治
ま
ら
ず
む
し
ろ
拡
大
し
た
。
翌
十
四
日
の

光
化
門
前
反
米
ロ
ウ
ソ
ク
デ
モ
に
は
、
若
者
な
ど
数
万

人
単
位
の
市
民
が
参
加
す
る
米
軍
糾
弾
大
会
が
出
現

し
、
「
駐
韓
米
軍
の
撤
収
」
が
公
然
と
語
ら
れ
た
だ
け

で
な
く
、
星
条
旗
や
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
人
形
が
焼
か

れ
る
異
常
事
態
と
な
っ
た
。
韓
国
の
反
米
運
動
は
そ
の

後
も
継
続
し
て
十
二
月
十
五
日
に
は
学
生
街
で
あ
る
新

村
通
り
を
歩
行
中
の
米
軍
中
佐
が
二
十
代
と
見
ら
れ
る

韓
国
人
数
人
か
ら
暴
行
を
受
け
る
騒
ぎ
が
あ
り
、
そ
れ

以
降
、
駐
韓
米
軍
兵
士
は
大
統
領
選
挙
日
を
挟
ん
だ
一

週
間
ほ
ど
が
外
出
禁
止
と
な
っ
た
。
同
盟
関
係
と
し
て

は
考
え
ら
れ
な
い
異
常
事
態
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
韓
国
経
済
界
も
「
反
米
放
任
は
深
刻
な

韓
米
間
の
経
済
摩
擦
」
に
な
る
と
危
機
感
を
募
ら
せ

て
、
国
民
に
冷
静
な
対
応
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
間
の

十
二
月
四
日
に
は
駐
韓
米
商
工
会
議
所
の
ジ
ェ
フ

リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ズ
会
頭
が
「
現
在
の
よ
う
に
反
米
運
動

が
続
け
ば
、
駐
韓
米
軍
の
撤
収
問
題
が
浮
上
し
、
国
内

で
韓
国
製
品
不
買
運
動
が
起
き
る
」
と
警
告
し
た
。
事

少
数
派
に
転
落
し
た
駐
韓
米
軍
支
持
者

実
、
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
韓
国
車
の
不
買
運
動
が
動
き
出

し
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
人
の

反
米
感
情
は
韓
国
と
長
ら
く
取
引
し
て
き
た
米
国
人
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
も
当
惑
さ
せ
て
い
る
。
「
反
米
雰
囲

気
の
韓
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
勧
め
ら
れ
な
い
と
知
り
合
い
に

諭
し
た
」
と
い
う
米
国
人
の
話
が
、
韓
国
マ
ス
コ
ミ
を

代
表
す
る
金
大
中
（
『
朝
鮮
日
報
』
編
集
人
）
コ
ラ
ム

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
十
二
月
十
七
日
）
。

　
し
か
し
多
く
の
識
者
や
経
済
界
幹
部
な
ど
の
反
米
運

動
沈
静
化
要
請
に
も
関
わ
ら
ず
、
金
大
中
現
大
統
領
や

盧
武
鉉
次
期
大
統
領
な
ど
が
民
族
主
義
外
交
を
掲
げ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
反
米
運
動
は
止
ま
っ
て
い
な

い
。
と
り
わ
け
「
堂
々
た
る
対
米
外
交
と
と
も
に
北
朝

鮮
に
は
融
和
的
な
太
陽
政
策
を
継
続
す
る
」
こ
と
を
訴

え
て
当
選
し
た
盧
武
鉉
次
期
大
統
領
は
、
金
正
日
の
核

兵
器
開
発
阻
止
を
至
上
命
令
に
し
て
い
る
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の
憂
鬱
の
タ
ネ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
盧
次
期
大

統
領
は
十
年
ほ
ど
前
の
野
党
議
員
時
代
に
駐
韓
米
軍
撤

収
を
訴
え
て
名
を
挙
げ
た
土
着
型
政
治
家
で
あ
り
、
今

回
の
大
統
領
選
挙
で
も
「
形
式
的
な
米
国
訪
問
は
意
味

が
な
い
」
な
ど
述
べ
て
、
一
度
も
訪
米
し
て
い
な
い
過

去
の
政
治
行
動
を
売
り
物
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
中
で
韓
国
の
安
保
体
制
を
根
元
で
支
え
て
き

た
米
国
と
駐
韓
米
軍
問
題
に
つ
い
て
韓
国
世
論
が
劇
的

に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
一
二
月
初
に
一
〇
〇
〇
名
ほ

ど
を
対
象
に
し
た
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
対
米
問
題
世
論
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し
か
し
半
世
紀
も
の
韓
米
同
盟
関
係
は
昨
今
、
世
界

問
題
に
浮
上
し
た
北
朝
鮮
核
施
設
の
再
稼
働
問
題
で
亀

裂
を
拡
げ
て
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
昨
年
一
○
月
、

北
朝
鮮
が
高
濃
縮
ウ
ラ
ニ
ュ
ウ
ム
型
核
を
製
造
中
と
発

表
し
て
、
九
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
合
意
で
実
施
し
た
火

力
発
電
用
の
年
間
五
○
万
ト
ン
重
油
の
無
償
供
与
を
停

止
し
た
。
し
か
し
北
朝
鮮
最
高
指
導
者
・
金
正
日
は
自

ら
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
合
意
を
破
っ
た
こ
と
を
棚
に
上
げ

て
、
一
二
月
二
四
日
に
は
八
年
間
も
凍
結
し
て
き
た
核

燃
料
棒
な
ど
の
施
設
封
印
を
解
除
し
、
ま
た
監
視
カ
メ

ラ
に
覆
い
被
せ
る
な
ど
し
て
国
際
社
会
を
挑
発
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
二
月
二
七
日
に
は
北
朝
鮮
滞
在
中
の
国

際
原
子
力
機
関
（IA

E
A

）
の
査
察
官
三
名
を
国
外
追

放
し
、
国
際
核
不
拡
散
条
約
（N

P
T

）
も
脱
退
し
た
。

そ
し
て
核
兵
器
製
造
に
直
結
す
る
核
処
理
工
場
の
再
稼

動
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
で
世
界
を
脅
か
し
て
い
る
。

し
か
し
米
国
は
「
脅
迫
」
下
の
交
渉
に
は
応
じ
な
い
と

し
一
蹴
し
な
が
ら
も
政
治
的
外
交
的
手
段
に
よ
る
解
決

を
訴
え
て
北
朝
鮮
に
対
す
る
不
可
侵
の
文
書
化
も
可
能

と
し
て
対
話
路
線
に
歩
み
よ
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
前

提
は
北
朝
鮮
の
核
開
発
取
り
消
し
と
す
る
姿
勢
に
は
変

化
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
昨
今
の
北
朝
鮮
「
核
瀬
戸
際
外
交
」
は

止
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
が
、
同
時
に
国
際
ル
ー

ル
を
無
視
す
る
北
朝
鮮
核
開
発
政
策
は
国
際
社
会
か
ら

厳
し
い
指
弾
を
受
け
て
、
北
朝
鮮
の
後
ろ
盾
役
の
中
国

　
　
　
韓
米
同
盟
の
亀
裂
現
象

や
ロ
シ
ア
か
ら
も
核
開
発
の
凍
結
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点
、
韓
国
は
政
府
も
国
民
も
金
正
日
の
核
再
開

発
に
数
少
な
い
理
解
国
の
よ
う
に
見
え
る
。
長
距
離
ミ

サ
イ
ル
の
ノ
ド
ン
、
テ
ポ
ド
ン
な
ど
の
開
発
や
配
備
問

題
な
ど
で
韓
国
人
か
ら
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
説
明
に

「
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
は
日
本
や
ア
メ
リ
カ
向
け
で
韓
国

に
は
関
係
が
な
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
核
兵
器
問

題
で
も
韓
国
内
の
反
応
は
鈍
く
、「
北
核
兵
器
は
防
御
的

な
も
の
で
、
金
正
日
と
い
え
ど
も
同
一
民
族
の
韓
国
に

は
使
用
す
る
は
ず
が
な
い
」
と
語
る
人
は
多
い
。
む
し

ろ
超
大
国
米
国
を
相
手
に
－
歩
も
退
か
な
い
金
正
日
外

交
を
賞
賛
す
る
声
が
韓
国
で
は
珍
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
昨
年
一
二
月
三
〇
日
の
閣
議
で
金
大
中
大
統
領
は
、

米
国
に
よ
る
北
朝
鮮
封
じ
込
め
政
策
に
「
事
実
上
反

対
」
と
表
明
し
た
。
緊
張
が
激
化
す
れ
ば
南
、
北
間
で

兵
火
を
交
え
る
可
能
性
が
あ
る
韓
国
と
し
て
は
、
軍
事

的
行
動
は
も
と
よ
り
封
じ
込
め
政
策
、
経
済
制
裁
も
北

を
刺
激
す
る
の
で
、
従
来
通
り
に
「
北
朝
鮮
に
は
食
糧

支
援
、
経
済
援
助
な
ど
を
実
施
す
る
」
と
述
べ
て
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
の
強
硬
政
策
に
反
対
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
盧
次
期
大
統
領
も
基
本
的
に
は
同
じ
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
法
な
独
裁
国
家
・
北
朝
鮮

に
核
な
ど
の
大
量
破
壊
兵
器
の
開
発
・
保
有
を
許
せ

ば
、
日
本
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
は
深
刻
な
脅
威

と
な
る
。
日
本
は
「
北
の
核
武
装
化
を
絶
対
に
許
さ
な

い
」
と
い
う
原
則
で
、
日
米
韓
協
調
体
制
の
再
構
築
と

中
国
、
ロ
シ
ア
と
の
真
剣
な
話
し
合
い
が
求
め
ら
れ
る
。

（
は
な
ぶ
さ
ま
さ
お
・
東
北
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
）

調
査
に
よ
る
と
、「
少
々
好
き
だ
」
ま
で
含
め
た
米
国
を

基
本
的
に
肯
定
す
る
グ
ル
ー
プ
は
三
七
・
二
％
台
に
落

ち
て
、
代
わ
り
に
、
若
干
嫌
い
な
人
ま
で
含
め
た
嫌
米

派
の
割
合
は
五
三
・
七
％
に
大
き
く
伸
び
た
。
韓
国
の

嫌
米
グ
ル
ー
プ
は
二
○
代
が
七
五
・
五
％
、
三
十
代
は

六
七
・
二
％
と
若
者
世
代
で
突
出
し
、
二
六
％
程
度

の
嫌
米
度
で
は
五
〇
代
層
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
駐
韓
米
軍
に
対
す
る
世
論
も
厳
し
く
、

米
軍
撤
退
を
支
持
す
る
韓
国
民
は
五
四
・
八
％
と
過
半

数
を
越
え
、
撤
収
反
対
の
グ
ル
ー
プ
は
三
一
・
七
％
と

少
数
派
に
転
落
し
た
。
一
○
年
前
、
つ
ま
り
第
一
次
核

危
機
が
起
き
た
九
二
年
の
世
論
調
査
は
六
二
・
二
％
も

の
韓
国
民
が
駐
韓
米
軍
を
肯
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
一

○
年
ほ
ど
で
駐
韓
米
軍
の
評
価
は
完
全
に
逆
転
し
、
駐

留
支
持
層
の
人
達
は
三
分
の
一
以
下
に
縮
小
し
少
数
派

に
な
っ
た
。
「
堂
々
た
る
韓
米
関
係
」
を
訴
え
た
盧
武

鉉
の
勝
利
の
背
後
に
は
、若
者
を
中
心
と
す
る
以
上
の
よ

う
な
対
米
観
の
大
き
な
う
ね
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
対
等
な
韓
米
関
係
樹
立
と
い
っ
て
も
「
行
い

は
難
し
」
で
あ
る
。
韓
米
安
保
条
約
は
一
九
五
三
年
一

○
月
一
日
、
つ
ま
り
朝
鮮
戦
争
直
後
に
締
結
さ
れ
て
か

ら
す
で
に
半
世
紀
を
越
え
て
、
韓
国
は
も
と
よ
り
日
本

も
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
の
根
幹
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
韓
国
も
米
国
と
の
同
盟
関
係

を
基
礎
に
し
て
日
本
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
絆
を

拡
げ
て
現
在
の
繁
栄
を
実
現
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
で

米
国
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
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